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【評価コメント】 

本研究は、ニューロンレベルのミクロな活動と人間レベルのマクロな行動とをつなぐロ

ジックを構築し、それによって人間の認知発達過程を明らかにしようとする意欲的なもの

である。特に、身体を考慮した自他認知の獲得過程を理解しようとする、独創的なものと

なっている。研究目標を達成するために、脳発達シミュレーション、脳機能イメージング、

行動計測・心理実験、ロボットプラットフォーム開発の4テーマを、互いに協調しながら

遂行している。胎児の動きのシミュレーションと胎児ロボットの開発、対乳児行動と発達

との関連、乳幼児と母親の脳機能イメージングの同時計測、発達シミュレーションのため

の子供ロボットの高機能化など、順調に研究をスタートさせている。行動に重きが置かれ

ており、知能との関連がやや弱い部分もあったが、従来の人工知能研究とは一線を画した

ものとなっている。 
今後は、これらのテーマ研究について互いに連携を取りながら発展させ、人間の認知発

達過程の解明に寄与することを期待する。 
さらに、脳科学、工学、心理学といった、異なる分野の研究者が協力して研究を進めて

いく体制も良好に構築されており、特に、若手研究者が意欲的に研究している様子は印象

的で、若手研究者の育成という側面からも評価できるものであった。 
なお、購入した備品類の利用は、順当であった。 

 


